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不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
に

つ
い
て
の
一
考
察

西　
　

本　
　

靖　
　

宏

一　

は
じ
め
に

二　

会
社
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制

三　

法
人
税
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制

四　

お
わ
り
に一　

は
じ
め
に

　

租
税
法
は
私
的
取
引
法
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
金
子
宏
名
誉
教
授
は
、「
租
税
は
、
私
人
の
各
種

の
経
済
活
動
を
対
象
と
し
て
賦
課
・
徴
収
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
済
活
動
は
、
第
一
次
的
に
は
民
法
や
会
社
法
を
中
心
と
す
る
私

的
取
引
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
租
税
法
の
規
定
は
私
的
取
引
法
を
前
提
と
し
そ
れ
に
基
礎
を
お
い
て
い
る

場
合
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
租
税
法
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
私
的
取
引
法
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る）

1
（

。

法
人
税
法
三
四
条
二
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
は
、
会
社
法
三
六
一
条
で
規
定
さ
れ
て
い
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る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制
を
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
人
税
法
三
四
条
二
項
は
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の

金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
政
令
に
委
ね
て
お
り
、
政
令
で
は
、
実
質
基
準
と
形
式
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
形
式
基
準
は
、

定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
役
員
報
酬
の
限
度
額
を
超
え
る
部
分
の
金
額
が
あ
る
か
ど
う
か

を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
（
法
人
税
法
施
行
令
七
〇
条
一
号
ロ
）、
こ
の
形
式
基
準
は
、
会
社
法
三
六
一
条
の
規
定
を
前
提
と
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
上
記
の
見
解
に
基
づ
き
、
会
社
法
三
六
一
条
の
理
解
を
前
提
と
し
て
、

不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
（
法
人
税
法
三
四
条
二
項
、
同
法
施
行
令
七
〇
条
一
号
）
の
構
造
と
課
題
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

会
社
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制

1　

会
社
法
三
六
一
条
の
沿
革
と
趣
旨

　

会
社
法
は
、
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制
と
し
て
同
法
三
六
一
条
を
設
け
て
お
り
、
取
締
役
の
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
、
定
款
の
規

定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
。
平
成
一
七
年
に
会
社
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、

同
法
三
六
一
条
は
商
法
二
六
九
条
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
同
条
は
、「
取
締
役
ガ
受
ク
ベ
キ
報
酬
ハ
定
款
ニ
其
ノ
額
ヲ
定
メ
ザ

リ
シ
ト
キ
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
規
定
の
文
言
は
、
明
治
三
二
年
制
定
当
時
の
商
法
一

七
九
条
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
昭
和
一
三
年
改
正
に
よ
っ
て
商
法
二
六
九
条
と
な
っ
た
。

　

商
法
二
六
九
条
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
の
報
酬
決
定
に
お
け
る
お
手
盛
り
を
防
止
す
る
た
め
の
手
続
的
規
制
で
あ
り
、
取
締
役
報

酬
の
相
当
性
に
つ
い
て
裁
判
所
が
審
査
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
解
釈
が
通
説
と
な
っ
て
い
た）

（
（

。
判
例
も
、「
商
法
二
六
九
条
の
規
定

の
趣
旨
は
取
締
役
の
報
酬
額
に
つ
い
て
取
締
役
な
い
し
取
締
役
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
お
手
盛
り
の
弊
害
を
防
止
す
る
点
に
あ
る
」
と
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す
る）

3
（

。「
お
手
盛
り
の
防
止
」
の
意
味
が
曖
昧
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
会
社
の
た
め
に
労
務
を
提
供
す
る
者
に
ど
れ
だ
け
報
酬
等
を
支
払
う
べ
き
か
は
、
本
来
、
取
締
役
会
・
取
締
役
が
判
断
す
べ
き

事
柄
と
も
い
い
う
る
。
し
か
し
取
締
役
の
職
務
執
行
に
対
す
る
報
酬
等
を
取
締
役
自
身
あ
る
い
は
取
締
役
会
が
決
め
る
と
な
れ
ば
、

不
当
に
高
く
評
価
し
て
高
額
の
報
酬
等
を
設
定
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
会
社
法
の
規
制
は
、
こ
の
よ
う
に
取
締
役
が
自
己
に
都
合
の

良
い
よ
う
に
取
り
は
か
ら
お
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
『
お
手
盛
り
』（
元
は
自
分
の
食
事
を
自
分
の
好
き
な
分
量
盛
り
付
け
る
と
い
う
意

味
）
の
弊
害
か
ら
会
社
財
産
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
会
社
の
利
益
が
取
締
役
の
個
人
的
利
益
と
衝
突
す
る
危
険
性
に
着
目
し

た
ル
ー
ル
を
置
い
て
い
る
。」）

（
（

2　

役
員
報
酬
額
決
定
の
実
務

　

取
締
役
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
会
社
法
三
六
一
条
で
は
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
で
は
、
役
員
報
酬
は
定
款
の
規
定
で
は
な
く
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る）

（
（

。
ま
た
、
実
務
で
は
、
個
人
別
の
報
酬
額
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
等
の
理
由
か
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
で
は
取

締
役
全
員
の
報
酬
総
額
の
最
高
限
度
額
の
み
を
定
め
、
そ
の
枠
内
で
各
取
締
役
に
対
す
る
配
分
を
取
締
役
会
の
決
定
に
委
ね
る
場
合

が
多
い
（
総
額
枠
方
式
））

（
（

。
総
額
枠
方
式
に
よ
る
決
定
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
不
当
に
高
額
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
危
険
性
は
排

除
さ
れ
て
い
る
以
上
、
お
手
盛
り
防
止
と
い
う
会
社
法
三
六
一
条
の
趣
旨
か
ら
は
問
題
は
な
く
、
同
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る）

（
（

。
し
か
も
、
報
酬
等
の
総
額
に
変
更
が
な
い
限
り
、
毎
年
度
決
議
を
経
る
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ

て
お
り）

（
（

、
実
際
に
長
期
に
わ
た
っ
て
上
限
額
の
改
定
を
行
っ
て
い
な
い
会
社
も
多
い
よ
う
で
あ
る）

（
（

。

　

さ
ら
に
、
実
務
で
は
、
個
人
別
の
報
酬
額
が
明
ら
か
に
な
る
の
を
避
け
る
等
の
理
由
か
ら
、
株
主
総
会
の
一
任
を
受
け
た
取
締
役

会
に
お
い
て
も
報
酬
額
の
具
体
的
な
配
分
は
定
め
ず
、
そ
の
配
分
を
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
代
表
取
締
役
に
再
一
任
す
る
例
が
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多
い）

（1
（

。
判
例
は
こ
の
取
扱
い
も
是
認
し
て
お
り）

（1
（

、
学
説
も
限
度
額
が
株
主
総
会
で
決
ま
っ
て
い
る
以
上
は
会
社
を
害
す
る
恐
れ
は
な

い
、
す
な
わ
ち
お
手
盛
り
の
防
止
と
い
う
会
社
法
三
六
一
条
の
趣
旨
か
ら
は
問
題
な
い
と
の
理
由
で
判
例
に
賛
成
す
る
見
解
が
多
数

で
あ
る）

（1
（

。
代
表
取
締
役
へ
再
一
任
さ
れ
た
と
し
て
も
、
上
場
会
社
で
は
、
実
際
に
は
役
職
別
の
支
給
基
準
が
設
け
ら
れ
て
、
そ
れ
に

従
っ
て
報
酬
額
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
恣
意
的
な
運
用
に
は
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る）

（1
（

。

3　

役
員
報
酬
の
種
類
の
多
様
化

　

平
成
九
年
改
正
に
お
い
て
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
が
商
法
に
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
役
員
報
酬
は
、
金
銭
に
よ
る

確
定
額
報
酬
お
よ
び
利
益
処
分
と
し
て
の
賞
与
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た）

（1
（

。
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は
、
取
締
役
等
に
付
与
さ

れ
る
一
定
の
金
額
の
支
払
い
に
よ
り
自
社
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
っ
て
、
取
締
役
等
に
業
績
を
向
上
さ
せ
て
株

価
を
上
昇
さ
せ
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
働
か
せ
、
会
社
業
績
と
取
締
役
等
の
報
酬
の
連
動
を
図
る
制
度
で
あ
り）

（1
（

、
そ
の
当

時
問
題
と
な
っ
て
い
た
景
気
回
復
・
規
制
緩
和
策
の
一
環
と
し
て
、
財
界
の
強
い
希
望
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

（1
（

。
な
お
、

商
法
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
新
株
予
約
権
の
有
利
発
行
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
発
行
に
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
（
同
法
二
八
〇
ノ
二
一
）。

　

そ
の
後
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
類
似
す
る
業
績
連
動
報
酬
や
株
価
連
動
報
酬
を
導
入
す
る
企
業
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
報

酬
は
、
付
与
時
に
は
額
が
確
定
し
て
い
な
い
報
酬
（
非
確
定
額
報
酬
）
で
あ
り
、
ま
た
、
金
銭
以
外
に
自
社
株
式
等
を
付
与
す
る
場

合
（
非
金
銭
報
酬
）
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
付
与
す
る
場
合
に
お
け
る
株
主
総
会
で
の
決
議
事
項
が
不
明
確
と
い
う
批
判
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
一
四
年
改
正
に
お
い
て
、
商
法
二
六
九
条
に
、
確
定
額
報
酬
に
つ
い
て
は
そ
の
額
を
、
非
確
定
額
報
酬

に
つ
い
て
は
そ
の
具
体
的
な
算
定
方
法
を
、
非
金
銭
報
酬
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
を
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議
す
る
こ
と
が
新
た
に
規
定
さ

れ
て
、
報
酬
の
種
類
ご
と
の
決
議
事
項
が
明
瞭
な
も
の
と
さ
れ
た）

（1
（

。
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こ
れ
ら
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
七
年
の
会
社
法
制
定
に
お
い
て
は
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
要
す
る

「
報
酬
等
」
が
「
取
締
役
の
報
酬
、
賞
与
そ
の
他
の
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
株
式
会
社
か
ら
受
け
る
財
産
上
の
利
益
」
と
明
記
さ

れ
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
や
役
員
賞
与
も
役
員
報
酬
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
手
続
規
制
に
服
す
る
報
酬
の
範
囲
の
明
確
化

が
図
ら
れ
た）

（1
（

。
な
お
、
役
員
賞
与
は
、
実
務
で
は
伝
統
的
に
利
益
処
分
と
し
て
支
給
さ
れ
、
役
員
賞
与
は
利
益
処
分
案
に
含
め
て
株

主
総
会
の
承
認
を
受
け
る
形
で
支
給
さ
れ
て
い
た
（
商
法
二
八
一
条
一
項
四
号
、
二
八
三
条
一
項
））

（1
（

。
し
か
し
、
会
社
法
で
は
、
商
法

に
お
け
る
利
益
処
分
に
相
当
す
る
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
、「
株
式
会
社
の
財
産
を
処
分
す
る
も
の
を
除
く
」
と
定
め
ら
れ
（
同

法
四
五
二
条
）、
剰
余
金
の
処
分
と
し
て
役
員
賞
与
を
支
給
す
る
取
扱
い
が
否
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
取
締
役
へ
支
給
す
る
賞
与

を
利
益
処
分
案
に
含
め
て
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
役
員
賞
与
も
報
酬
等
の
一
種
と
し
て
、
支
給
す
る
た
め
に
は
定
款
の
規
定
ま

た
は
株
主
総
会
の
決
議
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

令
和
元
年
改
正
で
は
、
さ
ら
な
る
明
確
化
が
図
ら
れ
、
報
酬
の
分
類
が
確
定
額
報
酬
、
非
確
定
額
報
酬
、
非
金
銭
報
酬
の
三
種
類

で
あ
っ
た
の
が
、
確
定
額
報
酬
、
非
確
定
額
報
酬
、
株
式
報
酬
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
、
株
式
報
酬
や
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ

ン
の
付
与
と
引
換
え
に
払
い
込
ま
れ
る
金
銭
報
酬
、
非
金
銭
報
酬
の
六
種
類
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
決
議
内
容
が
定

め
ら
れ
た
。
確
定
額
報
酬
は
、
そ
の
額
を
定
め
る
こ
と
（
会
社
法
三
六
一
条
一
項
一
号
）、
非
確
定
額
報
酬
（
業
績
連
動
型
金
銭
報
酬
や

指
標
連
動
型
金
銭
報
酬
な
ど
）
は
、
そ
の
具
体
的
な
算
定
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
同
項
二
号
）。
株
式
を
報
酬
と

し
て
付
与
す
る
場
合
（
株
式
報
酬
）
と
新
株
予
約
権
を
報
酬
と
し
て
付
与
す
る
場
合
（
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
）
は
、
そ
の
数
の
上

限
等
に
つ
い
て
決
議
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
（
同
項
三
号
、
四
号
）、
株
式
の
取
得
と
引
換
え
に
す
る
払
い
込
み
に
充
て
る
た
め
の
金

銭
を
報
酬
と
し
て
付
与
す
る
場
合
と
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
得
と
引
換
え
に
す
る
払
い
込
み
に
充
て
る
た
め
の
金
銭
を
報
酬

と
し
て
付
与
す
る
場
合
（
株
式
報
酬
や
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
と
引
換
え
に
払
い
込
ま
れ
る
金
銭
報
酬
）
に
も
、
同
様
の
決
議

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
同
項
五
号
イ
、
ロ
）。
株
式
報
酬
と
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
以
外
の
非
金
銭
報
酬
（
社
宅
・
社
用
車
の
提
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供
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
同
項
六
号
）。

4　

役
員
報
酬
に
対
す
る
司
法
審
査

　

商
法
二
六
九
条
お
よ
び
会
社
法
三
六
一
条
の
下
で
は
、
取
締
役
報
酬
の
相
当
性
に
つ
い
て
裁
判
所
が
審
査
す
る
こ
と
は
な
い
と
の

解
釈
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
（
二
1
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
で
は
、
不
相
当
な
報
酬
を
決
定
し
た
取
締
役
は
善
管
注
意
義

務
違
反
（
会
社
法
三
三
〇
条
、
民
法
六
四
四
条
）・
忠
実
義
務
違
反
（
会
社
法
三
五
五
条
）
が
認
め
ら
れ
得
る
と
す
る
見
解）

（2
（

や
、
取
締
役

会
構
成
員
ま
た
は
報
酬
委
員
会
構
成
員
は
任
務
懈
怠
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）
を
負
い
得
る
と
す
る
見
解）

（2
（

が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
取
締
役
に
よ
る
報
酬
決
定
に
お
け
る
善
管
注
意
義
務
の
違
反
を
審
査
す
る
裁
判
例
が
現
れ
た）

（2
（

。
本
件

は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
取
締
役
の
報
酬
総
額
増
額
決
議
の
後
に
、
個
別
具
体
的
な
報
酬
決
定
に
つ
き
再
一
任
を
受
け
た
代
表
取
締

役
が
、
自
身
の
報
酬
を
増
額
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
株
主
の
合
理
的
な
意
思
に
反
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
報
酬
決
定
が
著
し
く
不

合
理
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
株
主
が
代
表
取
締
役
等
の
善
管
注
意
義
務
違
反
に
基
づ
く
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
求

め
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
本
判
決
は
、
再
一
任
を
受
け
た
取
締
役
は
個
別
具
体
的
な
報
酬
決
定
に
あ
た
り
善
管
注
意
義
務
を
負

う
と
し
つ
つ
も
、
報
酬
決
定
は
「
極
め
て
専
門
的
・
技
術
的
な
判
断
」、「
経
営
判
断
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
締
役
会
等
が
広
い
裁
量

を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
取
締
役
が
適
切
に
権
限
を
行
使
し
た
か
否
か
は
、
基
本
的
に
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る

取
締
役
の
選
任
・
解
任
の
過
程
を
通
じ
て
、
株
主
が
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
決
定
に
至
る
判
断
過
程
や
そ
の
判
断

内
容
に
明
ら
か
に
不
合
理
な
点
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
報
酬
決
定
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
り
責
任
を
負

う
こ
と
は
な
い
と
判
示
し
て
、
結
論
と
し
て
は
善
管
注
意
義
務
違
反
を
認
め
な
か
っ
た
。
学
説
で
は
、
善
管
注
意
義
務
違
反
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
善
管
注
意
義
務
違
反
の
有
無
を
緩
や
か
な
基
準
で
審
査
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
支
持
す
る
見
解
が
多
数
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
否
定
的
な
見
解
も
あ
る）

（2
（

。



233

不相当に高額な役員給与の損金不算入規定についての一考察

5　

上
場
会
社
と
小
規
模
閉
鎖
会
社

　

株
式
会
社
は
、
公
開
会
社
と
非
公
開
会
社
に
区
別
さ
れ
る
。
公
開
会
社
と
は
発
行
す
る
全
株
式
に
つ
い
て
譲
渡
を
制
限
し
て
い
る

会
社
（
全
株
式
譲
渡
制
限
会
社
）
で
な
い
会
社
の
こ
と
を
い
い
（
会
社
法
二
条
五
号
）、
全
株
式
譲
渡
制
限
会
社
は
非
公
開
会
社
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　

公
開
会
社
の
典
型
例
が
証
券
取
引
所
に
株
式
を
上
場
し
て
い
る
上
場
会
社
で
あ
る
。
上
場
会
社
に
な
る
と
多
く
の
人
々
か
ら
出
資

を
受
け
や
す
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
株
主
数
も
増
え
る
た
め
、
上
場
会
社
で
は
、
取
締
役
と
株
主
が
通
常
一
致
し
な
い
。
そ
こ
で
、
株

主
保
護
の
観
点
か
ら
取
締
役
の
報
酬
決
定
に
お
け
る
お
手
盛
り
を
防
止
す
る
た
め
の
規
制
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
社

法
三
六
一
条
の
規
制
は
上
場
会
社
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

上
場
会
社
と
対
比
を
な
す
の
が
閉
鎖
会
社
で
あ
り
、
非
公
開
会
社
が
閉
鎖
会
社
の
典
型
例
で
あ
る
。
閉
鎖
会
社
と
は
、
学
問
上
の

用
語
で
あ
り
、
株
主
が
門
戸
を
閉
ざ
し
、
信
頼
関
係
の
な
い
第
三
者
が
株
主
に
な
っ
て
会
社
経
営
に
関
与
し
て
く
る
こ
と
を
阻
止
し

た
い
と
い
う
意
思
を
持
っ
て
い
る
会
社
の
こ
と
を
い
う）

（2
（

。
閉
鎖
会
社
は
、
株
主
の
数
が
少
な
く
、
株
主
の
全
員
ま
た
は
多
く
が
会
社

経
営
に
関
与
し
て
お
り
、
ま
た
、
た
と
え
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
株
式
の
上
場
は
行
わ
な
い）

（2
（

。
こ
の
た
め
、
閉
鎖
会
社
の
多
く

が
小
規
模
の
会
社
で
あ
る
。
非
公
開
会
社
の
場
合
は
、
取
締
役
会
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
小
規
模
閉
鎖
会
社
で
は
、
取

締
役
と
株
主
が
一
致
す
る
場
合
が
多
く
、
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
規
模
閉
鎖
会

社
に
は
会
社
法
三
六
一
条
の
規
制
は
全
く
機
能
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
判
例
は
、
株
主
総
会
も
ほ
と
ん
ど
開
催
さ
れ
ず
、
株
式
譲
渡

も
制
限
さ
れ
、
役
員
も
同
族
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
も
、
会
社
法
三
六
一
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
お
り）

（2
（

、
ま
た
、

株
主
総
会
の
決
議
が
な
く
て
も
、
全
株
主
の
同
意
を
も
っ
て
、
株
主
総
会
の
決
議
に
代
え
る
こ
と
も
認
め
て
い
る）

（2
（

。
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三　

法
人
税
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制

1　

不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
の
概
要

　

法
人
税
法
に
お
け
る
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制
と
し
て
は
、
法
人
税
法
三
四
条
二
項
の
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算

入
規
定
が
あ
る
。
役
員
給
与
は
、
定
期
同
額
給
与
な
ど
一
定
の
類
型
に
あ
た
る
も
の
に
限
り
損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
法
人
税
法
三
四
条
一
項
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
類
型
に
あ
た
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令

で
定
め
る
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
は
損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
同
条
二
項
）。
そ
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
、
政
令
で
は
、
実
質
基
準
と
形
式
基
準
の
双
方
で
算
定
を
行
い
、
そ
の
う
ち
多
い
方
の
金
額
を
超
え
る
部
分
が
不
相
当
に
高
額
な

部
分
の
金
額
に
あ
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
人
税
法
施
行
令
七
〇
条
一
号
）。
実
質
基
準
は
、
当
該
役
員
の
職
務
内
容
、
当
該
法

人
の
収
益
お
よ
び
使
用
人
へ
の
給
与
の
支
給
の
状
況
、
同
業
類
似
法
人
の
役
員
給
与
の
支
給
の
状
況
等
に
照
ら
し
、
当
該
役
員
の
職

務
に
対
す
る
対
価
と
し
て
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
金
額
を
超
え
る
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
（
同
号

イ
）、
形
式
基
準
は
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
役
員
給
与
の
限
度
額
を
超
え
る
部
分
の

金
額
が
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
号
ロ
）。

2　

不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
の
沿
革

　

法
人
税
法
三
四
条
二
項
は
、
平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
以
前
は
、
同
法
三
四
条
一
項
で
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
昭
和

四
〇
年
の
法
人
税
法
の
全
文
改
正
に
よ
っ
て
法
人
税
法
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
現
行
の
実
質
基
準
と
形
式
基
準
に
あ
た

る
取
扱
い
は
、
昭
和
二
五
年
に
出
さ
れ
た
通
達
に
そ
の
起
源
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
通
達
で
は
、
同
族
会
社
行
為
計
算
否
認
規
定

（
旧
法
人
税
法
一
三
二
条
）
の
否
認
の
対
象
と
な
る
代
表
的
な
行
為
計
算
の
類
型
が
整
理
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
「
過
大
給
与
」
が
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記
載
さ
れ
、「
社
員
に
対
し
支
給
し
た
報
酬
、
給
与
、
手
当
等
が
、
そ
の
法
人
と
業
種
、
業
態
、
規
模
等
の
類
似
す
る
他
の
法
人
の

役
員
等
の
報
酬
等
に
比
し
て
多
額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
は
、
そ
の
金
額
を
利
益
処
分
の
賞
与
と
す
る
と
さ
れ
た）

（2
（

。
こ
れ
が

現
行
の
実
質
基
準
の
起
源
で
あ
る）

（2
（

。
ま
た
、
同
通
達
で
は
、「
法
人
が
定
款
又
は
株
主
総
会
の
承
認
を
受
け
た
金
額
を
こ
え
て
役
員

に
報
酬
を
支
給
し
た
場
合
の
そ
の
こ
え
る
金
額
は
、
こ
れ
を
利
益
処
分
に
よ
る
賞
与
と
す
る
。」
と
さ
れ
た
が）

（3
（

、
こ
れ
が
現
行
の
形

式
基
準
の
起
源
と
な
っ
て
い
る）

（3
（

。
そ
の
後
、
昭
和
三
四
年
の
法
人
税
法
施
行
規
則
改
正
に
よ
り
、
過
大
な
役
員
報
酬
の
損
金
不
算
入

と
し
て
、
両
基
準
と
も
に
法
人
税
法
施
行
規
則
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
規
則
一
〇
条
の
三
第
一
項
、
二
項
））

（3
（

。
さ
ら
に
、

昭
和
四
〇
年
の
法
人
税
法
改
正
に
よ
っ
て
旧
法
人
税
法
三
四
条
一
項
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
両
基
準
は
法
人
税
法
施
行
令
で

規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
以
前
は
、
役
員
報
酬
と
役
員
賞
与
が
区
別
さ
れ
て
、
前
者
は
原
則
と
し
て
損
金
算
入
と
さ
れ
、
後
者
は

損
金
不
算
入
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
法
人
税
法
三
五
条
一
項
）。
こ
れ
は
、
会
社
法
上
、
役
員
賞
与
は
利
益
処
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
（
二
3
参
照
）
に
よ
る）

（3
（

。
会
社
法
で
は
、
平
成
一
七
年
制
定
に
よ
り
、
役
員
賞
与
も
取
締
役
の

職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
役
員
報
酬
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
3
参
照
）。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
平
成
一
八
年
度
税
制
改
正

で
は
、
役
員
報
酬
と
役
員
賞
与
と
い
う
区
別
に
基
づ
く
取
扱
い
の
差
異
が
改
め
ら
れ
、
役
員
給
与
と
い
う
新
た
な
概
念
が
用
い
ら
れ

て
、
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
①
定
期
同
額
給
与
、
②
事
前
確
定
届
出
給
与
、
③
業
績
連
動
給
与
だ
け
が
損
金

に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
法
人
税
法
三
四
条
一
項
））

（3
（

。
た
だ
し
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
は
、
条
項

が
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
、
規
定
内
容
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
。

3　

不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
の
趣
旨

　

平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
前
は
、
役
員
賞
与
は
損
金
不
算
入
で
あ
っ
た
が
、
役
員
報
酬
は
原
則
と
し
て
損
金
算
入
と
さ
れ
て
い
た
。
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こ
の
た
め
、
実
際
は
賞
与
に
当
た
る
も
の
を
報
酬
の
名
目
で
役
員
に
支
給
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
「
隠
れ
た
利

益
処
分
」
に
対
処
す
る
た
め
の
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
の
が
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
で
あ
る
と
す
る
の
が

通
説
で
あ
っ
た）

（3
（

。
法
人
税
法
三
四
条
二
項
は
、
同
族
会
社
行
為
計
算
否
認
規
定
に
起
源
を
有
す
る
（
三
2
参
照
）
こ
と
も
加
味
す
る

と
、
隠
れ
た
利
益
処
分
の
防
止
は
、
租
税
回
避
の
防
止
の
一
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。
隠
れ
た
利
益
処
分
を
防
止
す
る
と
い
う
趣
旨
を

採
用
す
る
下
級
審
裁
判
例
も
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が）

（3
（

、
そ
の
中
で
も
租
税
回
避
を
防
止
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る

裁
判
例
も
あ
る）

（3
（

。
た
だ
し
、
隠
れ
た
利
益
処
分
を
防
ぐ
と
い
う
趣
旨
に
加
え
て
、
課
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
務
執

行
の
対
価
と
し
て
の
相
当
性
を
確
保
し
、
役
員
給
与
の
金
額
決
定
の
背
後
に
あ
る
恣
意
性
の
排
除
を
図
る
と
い
う
趣
旨
を
加
え
る
下

級
審
裁
判
例
も
見
ら
れ
る）

（3
（

。

　

平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、
役
員
賞
与
を
損
金
不
算
入
と
す
る
取
扱
い
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員

給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
を
隠
れ
た
利
益
処
分
に
対
処
す
る
た
め
の
趣
旨
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た）

（3
（

。
こ
の
た
め
、

改
正
後
の
下
級
審
裁
判
例
で
は
、
恣
意
性
の
排
除
を
図
る
と
い
う
趣
旨
だ
け
が
採
用
さ
れ
て
い
る）

（4
（

。
し
か
し
、
恣
意
性
の
排
除
と
は

具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
参
考
に
な
る
の
が
、
会
社
法
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
。
商

法
二
六
九
条
に
関
し
て
通
説
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

（4
（

論
文
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
「
か
よ
う
な
税
法
の
規
制
に
つ
い
て
と
く
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
税
法
の
立
場
か
ら
相
当
性
の
基
準
を
採
用
し
、
か
つ
こ
れ
を

厳
格
に
執
行
し
て
い
る
ね
ら
い
は
、
主
と
し
て
閉
鎖
会
社
、
税
法
的
に
い
え
ば
同
族
会
社
の
場
合
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
と
株
主
と
が
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、

株
主
に
対
す
る
利
益
配
当
と
し
て
支
出
す
る
と
益
金
と
し
て
課
税
所
得
に
算
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
同
じ
支
出
を
株
主
総
会
の
承

認
を
得
て
取
締
役
の
報
酬
と
し
て
支
出
す
る
と
損
金
と
認
め
ら
れ
て
課
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
場
合
に
、
株
主
総

会
の
自
主
的
判
断
だ
け
に
委
ね
る
と
、
極
端
な
場
合
に
は
ま
っ
た
く
利
益
配
当
を
せ
ず
に
報
酬
の
形
だ
け
で
支
出
す
る
と
い
う
こ
と
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に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
の
会
社
と
の
間
に
不
公
平
を
生
ず
る
原
因
と
な
る
。
そ
こ
に
相
当
性
の
判
断
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
開
会
社
で
は
、
取
締
役
の
地
位
と
株
主
の
地
位
と
は
通
常
一
致
し
な
い
か
ら
、
右
の
考
慮
は
あ
ま

り
必
要
な
い
わ
け
で
あ
る
。
以
上
、
要
す
る
に
、
商
法
は
も
っ
ぱ
ら
株
主
保
護
の
趣
旨
で
、
相
当
で
あ
る
か
の
判
断
を
株
主
に
ま
か

せ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
手
続
的
規
制
の
み
を
加
え
て
い
る
の
に
対
し
、
税
法
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
的
規
制
を
あ
る
程
度
前
提
に

し
ま
た
考
慮
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
課
税
負
担
公
平
の
見
地
か
ら
、
報
酬
の
相
当
性
に
関
す
る
よ
り
実
質
的
な
規
制
を
加
え
て
い

る
と
い
え
よ
う
。」）

（4
（

　

こ
の
見
解
は
、
会
社
法
の
分
野
で
は
現
在
で
も
一
般
的
で
あ
り
、
小
規
模
閉
鎖
会
社
で
は
、
役
員
報
酬
が
剰
余
金
の
配
当
に
代
わ

る
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
「
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
」
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、

不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

（4
（

。

　

最
近
の
下
級
審
判
決
で
、
法
人
税
法
三
四
条
二
「
項
の
趣
旨
は
、
法
人
の
役
員
に
対
す
る
給
与
が
法
人
の
利
益
処
分
た
る
性
質
を

有
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
一
般
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
金
額
に
限
り
必
要
経
費
と
し
て
損
金

算
入
を
認
め
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
損
金
算
入
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
の
相

当
性
を
確
保
し
、
役
員
給
与
の
金
額
決
定
の
背
後
に
あ
る
恣
意
性
の
排
除
を
図
り
、
課
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解

さ
れ
る
。」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が）

（4
（

、
こ
の
中
の
「
法
人
の
役
員
に
対
す
る
給
与
が
法
人
の
利
益
処
分
た
る
性
質
を
有
す
る

場
合
が
あ
る
」
と
は
、
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
恣
意
性
の
排
除
と
は
、
隠
れ
た

剰
余
金
の
処
分
を
防
止
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
隠
れ
た
利
益
処
分
を
防
止
す
る
と
い
う
趣
旨
は
、
上
場
会
社
に
も
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
平
成
一
七
年
会
社
法
制
定

前
は
、
役
員
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て
も
株
主
総
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
（
二
3
参
照
）、
株
主
に
と
っ
て
は
役
員
賞
与
と

役
員
報
酬
の
ど
ち
ら
で
支
給
し
て
も
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
法
人
税
法
で
は
役
員
報
酬
と
し
て
支
給
す
る
と
損
金
算
入
が
認
め



238

法学研究 98 巻 1 号（2025：1）

ら
れ
て
課
税
上
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
後
は
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損

金
不
算
入
規
定
の
対
象
か
ら
上
場
会
社
は
外
れ
た
と
い
え
よ
う
。
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
を
防
止
す
る
た
め
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
後
で
も
変
わ
り
は
な
く
、
ま
た
、
主
に
同
族
会
社
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

現
状
に
お
い
て
は
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
の
対
象
と
な
る
の
は
主
に
同
族
会
社
と
考
え
ら
れ
る
。

4　

実
質
基
準
と
形
式
基
準
と
の
関
係

　

実
質
基
準
と
形
式
基
準
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
法
人
税
法
施
行
令
で
は
、
実
質
基
準
と
形
式
基
準
の
双
方
で
算
定
を
行
い
、

そ
の
う
ち
多
い
方
の
金
額
を
超
え
る
部
分
が
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の
金
額
に
あ
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
令
七
〇
条
一
号
）。

こ
の
た
め
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
役
員
報
酬
の
支
給
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
決
め
ら
れ
て
い

な
い
場
合
で
、
取
扱
い
が
異
な
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
両
基
準
が
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
実
質
基
準
の

み
が
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
基
準
と
形
式
基
準
の
関
係
が
問
題
と
な
る
の
は
、
前
者
の
み
で
あ
る
。

　

形
式
基
準
は
、
会
社
法
三
六
一
条
の
役
員
報
酬
に
対
す
る
規
制
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
限
度
額
の
計
算
は
、

会
社
法
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
役
員
報
酬
の
支
給
額
が
支
給
限
度
額
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
①
定
款

の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
等
の
決
議
に
よ
り
役
員
に
対
し
て
支
給
す
べ
き
報
酬
の
支
給
限
度
額
が
総
額
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
各
役
員
に
対
し
て
支
給
し
た
報
酬
の
総
額
が
そ
の
支
給
限
度
額
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
行
わ
れ
、
②
そ
の
支
給
限

度
額
が
個
々
の
役
員
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
個
々
の
役
員
ご
と
に
当
該
役
員
に
対
し
て
支
給
し
た
報
酬
の
額
が
そ

の
支
給
限
度
額
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
行
わ
れ
る）

（4
（

。
実
質
基
準
は
、
個
々
の
役
員
ご
と
に
判
定
さ
れ
る
た
め
、
①
の
場
合

は
、
報
酬
の
総
額
が
定
め
ら
れ
た
支
給
限
度
額
以
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
個
々
の
役
員
に
支
給
し
た
報
酬
額
が
過
大
で
あ
る
場
合

は
、
実
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
場
合
は
、
実
質
基
準
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
金
額
が
、
定
め
ら
れ
た
支
給
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限
度
額
を
超
え
る
場
合
だ
け
実
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
質
基
準
と
形
式
基
準
の
双
方
で
算
定
を
行
い
、
そ
の
う
ち

多
い
方
の
金
額
を
超
え
る
部
分
が
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の
金
額
に
あ
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法
人
税
法
施
行
令
七
〇
条
一
号
）

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
過
大
な
役
員
報
酬
額
が
個
々
の
役
員
ご
と
に
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
等
の
決
議
よ

り
決
定
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
実
質
基
準
は
機
能
し
な
い
。

　

上
場
会
社
の
実
務
で
は
、
個
人
別
の
報
酬
額
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
等
の
理
由
か
ら
、
株
主
総
会
の
決
議
で
は
取
締
役

全
員
の
報
酬
総
額
の
最
高
限
度
額
の
み
を
定
め
、
そ
の
枠
内
で
各
取
締
役
に
対
す
る
配
分
を
取
締
役
会
の
決
定
に
委
ね
る
場
合
が
多

い
（
二
2
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
上
場
会
社
の
場
合
は
、
上
記
①
の
場
合
に
該
当
し
、
実
質
基
準
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
上
場
会
社
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
役
職
別
の
支
給
基
準
に
従
っ
て
報
酬
額
が
決
定
さ
れ
て
恣
意
的
な
運
用
に
は

制
限
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
（
二
2
参
照
）、
不
相
当
に
高
額
な
報
酬
を
決
定
し
た
取
締
役
は
善
管
注
意
義
務
違
反
が

問
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
（
二
4
参
照
）、
取
締
役
と
株
主
は
通
常
一
致
し
な
い
た
め
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
こ
と
（
三
3
参
照
）
な
ど
か
ら
す
る
と
、
も
と
も
と
不
相
当
に
高
額
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
可
能
性
は
低
く
、
実
質
基
準
が

問
題
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
同
族
会
社
の
場
合
は
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
等
の
決
議
に
よ
り
役
員
に
対
し
て
支
給
す
べ
き
報
酬
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
株
主
総
会
を
開
催
し
な
い
会
社
も
多
い
よ
う
で
あ
り
、
形
式
基
準
の
適
用
は
な
く
、
実

質
基
準
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
半
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
が
争
わ
れ
た
下
級
審
裁

判
例
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る）

（4
（

。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、
形
式
基
準
は
上
場
会
社
を
対
象
と
し
た
規
制
、
実
質
基
準
は
同
族
会
社
を
対
象
と
し
た
規
制
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
質
基
準
は
、
同
族
会
社
行
為
計
算
否
認
規
定
に
起
源
を
有
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
（
三
2
参
照
）、
当
然

の
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
族
会
社
が
過
大
な
役
員
報
酬
額
を
個
々
の
役
員
ご
と
に
定
款
の
規
定
ま
た
は
株
主
総
会
等
の
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決
議
に
よ
り
決
定
し
て
い
た
場
合
に
は
、
実
質
基
準
は
機
能
し
な
い
た
め
、
こ
の
点
は
問
題
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
上
記
で
述
べ

た
よ
う
に
、
不
相
当
に
高
額
な
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
の
対
象
と
な
る
の
は
主
に
同
族
会
社
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
形
式

基
準
は
不
要
で
あ
り
、
同
族
会
社
が
形
式
基
準
を
悪
用
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
形
式
基
準
を
削
除
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
。

5　

役
員
報
酬
の
種
類
の
多
様
化
・
高
額
化
に
対
す
る
対
応

　

ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
役
員
報
酬
の
種
類
が
多
様
化
し
て
い
る
が
、
会
社
法
は
こ
れ
に
対
応
し
て
き
て
い
る

（
二
3
参
照
）。
法
人
税
法
で
は
、
平
成
一
八
年
度
税
制
改
正
で
対
応
が
な
さ
れ
、
定
期
同
額
給
与
、
事
前
確
定
届
出
給
与
、
利
益
連

動
給
与
の
三
種
類
が
役
員
給
与
と
し
て
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（
同
法
三
四
条
一
項
）。
そ
の
後
、
平
成
二
八
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
一
定
の
要
件
の
下
で
付
与
さ
れ
る
特
定
譲
渡
制
限
付
株
式
（
リ
ス
ト
リ
ク
テ
ッ
ド
・
ス
ト
ッ
ク
）
に
よ
る
給

与
が
、
事
前
確
定
届
出
給
与
の
類
型
に
整
理
さ
れ
た
（
同
法
三
四
条
一
項
二
号
、
同
法
施
行
令
六
九
条
二
項
（
現
三
項
））。
ま
た
、
利
益

連
動
給
与
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
利
益
等
の
指
標
が
明
確
化
さ
れ
た
（
同
法
施
行
令
六
九
条
八
項
）。
さ
ら
に
、
平
成
二
九
年
度
税
制

改
正
に
お
い
て
、
利
益
連
動
給
与
が
業
績
連
動
給
与
と
い
う
よ
り
広
い
概
念
に
変
更
さ
れ
、
対
象
と
な
る
給
与
や
算
定
指
標
が
さ
ら

に
拡
大
さ
れ
た
（
同
法
三
四
条
一
項
三
号
、
同
法
施
行
令
六
九
条
一
〇
～
一
二
号
）。

　

こ
の
よ
う
な
役
員
報
酬
の
種
類
の
多
様
化
に
伴
い
、
今
後
、
予
想
さ
れ
る
の
が
役
員
報
酬
の
高
額
化
で
あ
る
。
わ
が
国
の
上
場
会

社
に
お
け
る
役
員
報
酬
額
は
、
現
状
で
は
世
界
的
に
み
る
と
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
他
の
先
進
国
で
は
役
員
報
酬
が
高
額
化
し
て
お

り
、
そ
の
大
部
分
は
業
績
連
動
報
酬
に
よ
る
も
の
で
あ
る）

（4
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
将
来
的
に
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
世
界
で
最
も
役
員
報
酬
が
高
額
化
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
租
税
法
の
対
応
で
あ
る
。
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一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
企
業
に
お
け
る
役
員
報
酬
の
高
額
化
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
た
。
当

時
は
不
況
で
株
価
が
下
が
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
企
業
の
役
員
報
酬
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
実
績
と
報
酬
に
関

連
性
が
な
い
と
し
て
批
判
さ
れ
た）

（4
（

。
ま
た
、
役
員
の
平
均
報
酬
額
と
従
業
員
の
平
均
賃
金
と
の
格
差
も
問
題
視
さ
れ
、
一
九
八
〇
年

に
約
四
二
倍
で
あ
っ
た
の
が
一
九
九
〇
年
に
は
約
一
〇
七
倍
ま
で
格
差
が
広
が
っ
て
い
た）

（4
（

。
こ
の
格
差
の
是
正
を
一
九
九
二
年
の
大

統
領
選
挙
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
の
が
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
統
領
当
選
後
に
、
大
企
業

に
お
け
る
役
員
報
酬
の
高
額
化
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
法
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
が
高
額
役
員
報

酬
控
除
制
限
制
度
で
あ
る）

（5
（

。

　

ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
法
で
は
、
費
用
控
除
の
要
件
と
し
て
、
通
常
か
つ
必
要
（ordinary and necessary

）
な
費
用
で
あ
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り）

（5
（

、
さ
ら
に
、
給
与
・
報
酬
に
つ
い
て
は
、
人
的
役
務
に
対
す
る
対
価
と
し
て
の
相
当
性
（reasonable 

allow
ance

）
が
求
め
ら
れ
て
い
る）

（5
（

。
高
額
な
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
で
対
応
で
き
そ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
実
務
上
、

本
規
定
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
閉
鎖
会
社
の
み
で
あ
っ
た）

（5
（

。
そ
こ
で
、
公
開
会
社
を
対
象
と
し
て
、
主
な
執
行
役
員
に
課

税
年
度
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
で
一
〇
〇
万
ド
ル
を
超
え
る
部
分
は
費
用
と
し
て
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
高
額
役
員
報
酬
控
除

制
限
制
度
が
設
け
ら
れ
た）

（5
（

。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
報
酬
に
は
例
外
が
あ
り
、
一
定
の
要
件
の
下
で
業
績
連
動
報
酬
は

対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
た）

（5
（

。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
本
制
度
は
執
行
役
の
実
績
と
報
酬
に
関
連
性
が
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
業
績
連
動
報
酬
は
実
績
と
報
酬
と
の
関
連
性
が
明
確
で
あ
り
当
然
対
価
と
し
て
の
相
当
性
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た）

（5
（

。
し
か
し
、
二
〇
一
七
年
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
当
時
）
に
よ
る
税
制
改
革
に
よ
っ
て
、
法
人

税
率
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
こ
の
例
外
は
廃
止
さ
れ
た）

（5
（

。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
一
般
的
な
給
与
・
報
酬
に
つ
い

て
の
費
用
控
除
の
要
件
で
あ
る
人
的
役
務
に
対
す
る
対
価
と
し
て
の
相
当
性
は
、
公
開
会
社
の
高
額
役
員
報
酬
に
は
問
題
に
な
ら
な



242

法学研究 98 巻 1 号（2025：1）

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
務
上
、
報
酬
の
相
当
性
が
問
題
と
な
る
の
は
閉
鎖
会
社
だ
け
で
あ
っ
た
。
閉
鎖
会
社
の
場
合
は
、
株
主
と

役
員
が
同
じ
で
利
害
関
係
が
一
致
す
る
た
め
、
費
用
控
除
で
き
な
い
利
益
配
当
を
費
用
控
除
が
で
き
る
報
酬
に
代
え
て
支
給
す
る
こ

と
が
行
わ
れ
や
す
い
が
、
公
開
会
社
の
場
合
は
、
株
主
と
役
員
と
は
独
立
当
事
者
間
の
関
係
に
あ
っ
て
利
害
関
係
は
一
致
し
な
い
た

め
、
そ
の
よ
う
な
恐
れ
は
な
い
と
い
う
の
が
、
閉
鎖
会
社
だ
け
が
対
象
と
さ
れ
る
理
由
で
あ
っ
た）

（5
（

。
こ
の
点
は
、
不
相
当
に
高
額
な

役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
は
主
に
同
族
会
社
を
対
象
と
す
る
と
い
う
見
解
の
理
由
で
あ
る
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
と
共
通
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
わ
が
国
に
お
い
て
上
場
会
社
の
役
員
報
酬
が
高
額
化
し
た
と
し
て
も
、
同
規
定
で
対
応
す
る
の

は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
政
策
目
的
の
た
め
に
租
税
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
い
う
点
で
あ
る
。
高
額
役
員
報
酬
控
除
制
限
制
度

は
、
大
企
業
に
お
け
る
役
員
報
酬
の
高
額
化
を
抑
制
す
る
と
い
う
政
策
目
的
で
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
役
員
報
酬
の
高
額
化
は

止
ま
ら
ず
、
役
員
の
平
均
報
酬
額
と
従
業
員
の
平
均
賃
金
と
の
格
差
は
二
〇
二
〇
年
に
約
二
七
八
倍
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て
お
り）

（5
（

、

政
策
目
的
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
逆
に
一
〇
〇
万
ド
ル
ま
で
は
課
税
上
問
題
な
く
費
用
控
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
〇
〇
万
ド
ル
ま
で
役
員
報
酬
を
増
額
す
る
会
社
が
増
え
る
結
果
と
な
っ
て
、
逆
効
果
で
あ
っ
た

と
評
さ
れ
て
い
る）

（6
（

。
ま
た
、
高
額
役
員
報
酬
控
除
制
限
制
度
の
対
象
と
な
る
報
酬
か
ら
業
績
連
動
報
酬
を
除
く
と
い
う
例
外
措
置
に

つ
い
て
は
、
役
員
報
酬
の
構
成
に
お
け
る
金
銭
報
酬
の
割
合
を
減
ら
し
、
業
績
連
動
報
酬
（
特
に
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
）
の
割
合

を
増
加
さ
せ
、
報
酬
の
構
成
に
悪
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

（6
（

。
さ
ら
に
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

役
員
が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
無
理
に
短
期
間
で
株
価
を
引
き
上
げ
る
結
果
を
招
き
、
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る）

（6
（

。
こ
の
よ
う
に
、
高
額
役
員
報
酬
控
除
制
限
制
度
に
対
し
て
は
批
判
的
な
意
見
が
多
く
、
実
際
に
は
高
額
な
役
員
報
酬
を

支
払
う
大
企
業
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
し
て
い
る
だ
け
と
も
い
わ
れ
て
い
る）

（6
（

。
し
た
が
っ
て
、
役
員
報
酬
控
除
制
限
制
度
は
政
策
目

的
で
導
入
さ
れ
た
租
税
制
度
の
失
敗
例
と
し
て
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



243

不相当に高額な役員給与の損金不算入規定についての一考察

四　

お
わ
り
に

　

株
主
と
役
員
が
通
常
一
致
し
な
い
上
場
会
社
に
お
い
て
、
会
社
が
不
相
当
に
高
額
な
報
酬
を
役
員
に
支
給
し
た
場
合
、
そ
の
分
税

負
担
は
減
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
会
社
の
利
益
が
減
る
た
め
、
会
社
に
と
っ
て
は
損
害
と
な
り
、
ま
た
、
株
主
に
は
不
利
益
が
生

じ
る
。
役
員
に
報
酬
決
定
の
権
限
が
あ
る
場
合
で
も
、
役
員
は
自
身
の
利
益
を
図
る
た
め
に
不
相
当
に
高
額
な
報
酬
を
決
定
す
る
の

で
あ
っ
て
、
会
社
の
税
負
担
を
減
少
さ
せ
る
た
め
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
場
会
社
で
は
、
税
負
担
減
少
の
た
め
に
、
不
相
当

に
高
額
な
報
酬
が
役
員
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
大
企
業
に
お
け
る
役
員
報
酬
の
高
額
化
が
社

会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
費
用
控
除
の
要
件
で
あ
る
報
酬
対
価
の
相
当
性
が
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
も
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
。
不
相
当
に
高
額
な
役
員

給
与
の
損
金
不
算
入
規
定
は
、
恣
意
的
な
税
負
担
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
適
用
対
象
は
主
に

同
族
会
社
と
し
、
隠
れ
た
剰
余
金
の
処
分
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
同
規
定
の
適
用
が
争
わ
れ
た
下
級
審
裁

判
例
を
見
る
と
、
実
際
に
は
、
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

上
場
会
社
に
お
け
る
役
員
報
酬
の
種
類
の
多
様
化
・
高
額
化
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
に
お
い
て
対
処
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
役

員
報
酬
に
対
す
る
さ
ら
な
る
規
制
の
強
化
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

（6
（

。
ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
を
参
考
に
す
る
と
、
役
員
報

酬
の
高
額
化
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
で
の
規
制
強
化
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
く
、
会
社
法
で
の
規
制
強
化
で
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。（

1
）　

金
子
宏
『
租
税
法
（
第
二
四
版
）』（
弘
文
堂
・
二
〇
二
一
年
）
三
七
頁
。
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（
2
）　

矢
沢
惇
「
取
締
役
の
報
酬
の
法
的
規
制
」『
企
業
法
の
諸
問
題
』（
商
事
法
務
・
一
九
八
一
年
）
二
二
七
～
二
二
八
頁
。

（
3
）　

最
判
昭
和
六
〇
年
三
月
二
六
日
判
時
一
一
五
九
号
一
五
〇
頁
。

（
4
）　

髙
橋
美
加
ほ
か
『
会
社
法
（
第
三
版
）』（
弘
文
堂
・
二
〇
二
〇
年
）
二
一
二
頁
。

（
5
）　

熊
代
拓
馬
『
役
員
報
酬
に
対
す
る
法
規
制
』（
弘
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
六
三
頁
。

（
6
）　

落
合
誠
一
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
第
八
巻
』（
商
事
法
務
・
二
〇
〇
九
年
）
一
六
二
頁
（
田
中
亘
）。

（
（
）　

最
判
昭
和
六
〇
年
三
月
二
六
日
判
時
一
一
五
九
号
一
五
〇
頁
、
矢
沢
・
前
掲
注（
2
）二
四
一
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第

九
版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
四
年
）
四
七
二
頁
。

（
8
）　

矢
沢
・
前
掲
注（
2
）二
四
一
頁
。

（
9
）　

熊
代
・
前
掲
注（
5
）六
三
～
六
四
頁
。

（
10
）　

田
中
・
前
掲
注（
6
）一
六
六
頁
。

（
11
）　

最
判
昭
和
三
一
年
一
〇
月
五
日
民
集
二
三
号
四
〇
九
頁
。

（
12
）　

学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
前
掲
注（
6
）一
六
七
頁
参
照
。

（
13
）　

田
中
・
前
掲
注（
6
）一
六
七
頁
。

（
14
）　

田
辺
総
合
法
律
事
務
所
ほ
か
『
役
員
報
酬
を
め
ぐ
る
法
務
・
会
計
・
税
務
』（
清
文
社
・
二
〇
〇
八
年
）
四
頁
。

（
15
）　

田
辺
・
前
掲
注（
14
）四
三
頁
。

（
16
）　

田
辺
・
前
掲
注（
14
）四
頁
。

（
1（
）　

始
関
正
光
「
平
成
一
四
年
改
正
商
法
の
解
説
〔
Ⅳ
〕」
旬
刊
商
事
法
務
一
六
四
〇
号
一
〇
頁
。

（
18
）　

相
澤
哲
＝
石
井
裕
介
「
株
主
総
会
以
外
の
機
関
（
上
）」
旬
刊
商
事
法
務
一
七
四
四
号
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

（
19
）　

江
頭
・
前
掲
注（
（
）四
七
四
頁
。

（
20
）　

田
中
・
前
掲
注（
6
）一
六
五
頁
。

（
21
）　

伊
藤
靖
史
『
経
営
者
の
報
酬
の
法
的
規
律
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
三
年
）
三
四
頁
、
四
〇
頁
。

（
22
）　

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
九
月
二
六
日
金
融
・
商
事
判
例
一
五
五
六
号
五
九
頁
。

（
23
）　

学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
熊
代
・
前
掲
注（
5
）一
〇
四
頁
参
照
。
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（
24
）　

髙
橋
・
前
掲
注（
4
）二
〇
頁
。

（
25
）　

髙
橋
・
前
掲
注（
4
）二
〇
～
二
一
頁
。

（
26
）　

最
判
昭
和
五
六
年
五
月
一
一
日
判
時
一
〇
〇
九
号
一
二
四
頁
。

（
2（
）　

最
判
平
成
一
五
年
二
月
二
一
日
金
融
・
商
事
判
例
一
一
八
〇
号
二
九
頁
。

（
28
）　

旧
昭
和
二
五
年
九
月
二
五
日
直
法
一
―
一
〇
〇
「
三
五
五
」（
武
田
昌
輔
『
Ｄ
Ｈ
Ｃ
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
法
人
税
法
』（
第
一
法
規
・
一

九
七
九
年
）
五
五
六
四
頁
）。

（
29
）　

小
林
裕
明
「
給
与
報
酬
の
支
給
形
態
の
多
様
化
と
役
員
給
与
課
税
制
度
の
変
容
」『
課
税
所
得
計
算
と
企
業
会
計
の
接
点
と
乖
離
』

（
同
文
舘
・
二
〇
二
三
年
）
二
〇
五
頁
。

（
30
）　

旧
昭
和
二
五
年
九
月
二
五
日
直
法
一
―
一
〇
〇
「
二
六
八
」（
武
田
・
前
掲
注（
28
）二
一
七
一
の
一
〇
三
頁
）。

（
31
）　

小
林
・
前
掲
注（
29
）二
〇
五
頁
。

（
32
）　

武
田
・
前
掲
注（
28
）二
一
七
一
の
一
〇
三
頁
。

（
33
）　

金
子
・
前
掲
注（
1
）四
〇
二
頁
。

（
34
）　

金
子
・
前
掲
注（
1
）四
〇
二
頁
。

（
35
）　

村
井
正
「『
隠
れ
た
利
益
処
分
』
再
論
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
六
巻
五
・
六
号
九
五
頁
、
金
子
・
前
掲
注（
1
）四
〇
六
頁
。

（
36
）　

名
古
屋
地
判
平
成
六
年
六
月
一
五
日
訟
月
四
一
巻
九
号
二
四
六
〇
頁
、
東
京
地
判
平
成
二
八
年
四
月
二
二
日
税
資
二
六
六
号
（
順
号

一
二
八
四
九
）。

（
3（
）　

熊
本
地
判
平
成
一
七
年
一
月
一
三
日
税
資
二
五
五
号
―
七
（
順
号
九
八
八
八
）。

（
38
）　

東
京
地
判
平
成
二
八
年
四
月
二
二
日
税
資
二
六
六
号
（
順
号
一
二
八
四
九
）。

（
39
）　

村
井
・
前
掲
注（
35
）九
五
～
九
六
頁
。

（
40
）　

東
京
地
判
平
成
二
八
年
四
月
二
二
日
税
資
二
六
六
号
（
順
号
一
二
八
四
九
）、
東
京
地
判
令
和
五
年
三
月
二
三
日
金
融
・
商
事
判
例

一
六
七
五
号
二
四
頁
。

（
41
）　

伊
藤
・
前
掲
注（
21
）五
頁
。

（
42
）　

矢
沢
・
前
掲
注（
2
）二
三
〇
頁
。
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（
43
）　

江
頭
・
前
掲
注（
（
）四
七
一
～
四
七
二
頁
。

（
44
）　

東
京
地
判
令
和
五
年
三
月
二
三
日
金
融
・
商
事
判
例
一
六
七
五
号
二
四
頁
。

（
45
）　

武
田
・
前
掲
注（
28
）二
一
七
九
頁
。

（
46
）　

東
京
地
判
令
和
二
年
一
月
三
〇
日
判
タ
一
四
九
九
号
一
七
六
頁
、
東
京
地
判
令
和
五
年
三
月
二
三
日
金
融
・
商
事
判
例
一
六
七
五
号

二
四
頁
な
ど
。

（
4（
）　

澁
谷
展
由
『
東
証
プ
ラ
イ
ム
の
役
員
報
酬
設
計
二
〇
二
二
年
開
示
情
報
版
』
別
冊
商
事
法
務
四
七
四
号
三
頁
図
表
1－

2
参
照
。

（
48
）　M

eredith R. Conw
ay, M

oney for N
oting and the Stocks for Free: T

axing Executive Com
pensation, 1（� Cornell 

J. L. &
 Pub. Pol’y 383, 396

（2008

）.

（
49
）　Id, at 384.

（
50
）　Ryan M

iske, Can’t Cap Corporate Greed: U
nintended Consequences of T

rying to Control Executive 
Com

pensation through the T
ax Code, 88� M

inn. L. Rev. 16（3, 1686

（2004

）.

（
51
）　IRC§

162

（a

）.

（
52
）　IRC§

162

（a

）（1�

）.

（
53
）　Gregg D

. Polsky, Controlling Executive Com
pensation through the T

ax Code, 64� W
ash. &

 Lee L. Rev. 8（（, 
883-884 （200（

）.

（
54
）　IRC§

162

（m

）（1�

）.

（
55
）　T

reas. Reg.§
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）（2�

）.

（
56
）　Conw

ay, supra note 48, at 39（-398.

（
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）　Charlie Buttgereita1, Reinstating and Revising§

162
（m

）’s Perform
ance-Based Pay Exception, 1（� Pitt. T

ax 
Rev. 201, 203-204

（2019

）.

（
58
）　Polsky, supra note 53, at 882-884.

（
59
）　Brian Galle, A

ndrew
 Lund, &

 Gregg Polsky, D
oes T

ax M
atter? Evidence on Executive Com

pensation after 
16 2

（M

）’s Repeal, 26� Stan. J. L. Bus. &
 Fin. 1, 4�

（2021

）.
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（
60
）　M

iske, supra note 50, at 168（-1688.
（
61
）　Id, at 1688-1690.

（
62
）　Id, at 1690-1691.

（
63
）　Polsky, supra note 53, at 884.

（
64
）　

熊
代
・
前
掲
注（
5
）、
津
野
田
一
馬
『
役
員
人
事
の
法
制
度
―
経
営
者
選
解
任
と
報
酬
を
通
じ
た
企
業
統
治
の
理
論
と
機
能
』（
商

事
法
務
・
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。


